
 

 

 

 

 

 

前期後半、後期がスタートします   校 長 加藤 美香子 

４０日間の夏休みが終了しました。休み中、大きな事件や事故の連絡はありませんでした。当

たり前のように思うかもしれませんが、全国を見れば、水辺や山での事故、交通事故などのニュ

ースが報道されていました。子どもたちが「自分の命を自分で守る」ことのできた夏休みを送っ

たことにほっとしています。夏休み明け集会では、次のような話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休み中、子どもたちは町の行事に参加したり「自習室」などで学習の支援をいただいたりし

ました。夏祭りでは、インリーダーの６年生が看板づくりなどの準備から参加し、当日も会の司

会や出店での接客、盆踊りの盛り上げ役として活躍しました。また、

チアダンスでも子どもたちが活躍していました。学習支援でも涼しい

場所で、友達とともに地域の方にお世話になりながら学習に頑張る姿

も見られて嬉しかったです。地域の皆様に感謝申しあげます。ありが

とうございました。夏休み明けからもよろしくお願いいたします。 

「○い意欲を持って学ぶ子」   「○な仲良く高め合う子」   「○つ強い心と体を鍛える子」 
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４０日間の長い夏休みが終わりました。みなさんは、どんな夏休みを送ることができましたか？今年

はいつも以上にとても暑い休みでしたね。 

 夏休み前集会で、２つの「あ」について話をしましたが、覚えていますか？ 

 １つ目の「あ」は、「安全な生活」でした。夏休み期間中、大きな事故や事件に巻き込まれたとか、大

きなけがをしたという連絡はありませんでした。とてもほっとしています。当たり前と思うかもしれま

せんが、夏休み中、全国では、水辺や山での事故、交通事故のニュースはたくさんありました。今日、み

なさんが元気に登校できたことは、みなさんが「安全な生活」を送ることができたからですね。これか

らも、自分の命は自分で守っていきましょう。 

 ２つ目の「あ」は、「あいさつ」でした。家での「おはよう・おはようございます」「おやすみ・おや

すみなさい」だけでなく、近所の人に出会ったとき、稲津コミュニティセンターなどでお世話になった

人などに、あいさつはできたでしょうか。夏休み中のあいさつに点数をつけるとしたら、１００点満点

中何点になりそうでしょうか。８月２２日の夕方、ペンギン学童のみなさんが、帰る私に「校長先生！」

と声をかけてくれました。大きなあいさつから、元気に過ごしていることがわかって、嬉しかったです。 

これからも、学校だけでなく地域でもみなさんの元気なあいさつを期待していますね。 

 さて、今日から学校がスタートします。１２月２６日まで、８３日間という長い期間には、「前期終業

式」「後期始業式」「社会見学」「運動会」などの行事があります。授業でもたくさんのことを学んでいき

ます。夏休みまでの振り返りを生かして、８３日間、どんなことに力を入れるかを考えてみましょう。

「自分の考えをたくさん発表したい」「係や委員会の仕事に進んで取り組む」「自分からあいさつする」

「忘れ物を減らす」「行事に全力で取り組む」など、自分で決めた目標を達成できるように、コツコツと

取り組んでいきましょう。 

 まだまだ暑い日が続きます。規則正しい生活に気を付けて毎日元気に過ごせるようにしましょう。 


